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は
じ
め
に

ま
ず
は
、
昨
年
3
月
11
日
に
発

生
い
た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
早
い
も
の
で
1
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
被
災
を
さ
れ
ま

し
た
方
々
に
改
め
て
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
の
災
害
で
は
多
く
の
尊
い
命

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
わ
せ

て
東
北
地
方
の
美
し
い
自
然
や
財
産

が
失
わ
れ
、
歴
史
と
と
も
に
育
ん
で

こ
ら
れ
た
貴
重
な
文
化
さ
え
も
消
失

の
危
機
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。そ

れ
は
同
じ
よ
う
に
日
本
の
地
方

に
お
い
て
文
化
を
形
成
し
、
自
ら
の

郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て
営
み
を
続
け

て
き
た
津
和
野
町
の
私
た
ち
に
と
っ

て
も
辛
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。「
が

ん
ば
ろ
う
!!
日
本
」
の
掛
け
声
の
も

と
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
今
一
度
か
つ

て
の
日
本
が
有
し
て
い
た
地
方
の
文

化
に
根
差
し
た
崇
高
な
精
神
社
会

を
日
本
全
体
に
再
構
築
す
る
た
め
に

も
、
津
和
野
の
良
き
生
活
文
化
を
継

承
し
発
展
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
力

強
く
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
国
勢
調
査
の
結
果
で

あ
る
11
．
4
％
の
人
口
減
少
率
は
津

和
野
の
良
き
文
化
を
今
後
継
承
し

続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
シ
グ
ナ

ル
と
し
て
常
に
厳
し
く
受
け
と
め
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
定

住
対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
た
め
に
も
原
点
に
立
ち

返
り
、
現
在
津
和
野
に
暮
ら
す
町

民
の
皆
様
が
心
安
ら
か
に
活
き
活
き

と
生
活
し
、
そ
の
営
み
か
ら
生
ま
れ

る
素
晴
ら
し
い
津
和
野
文
化
を
継

承
し
続
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
意
義
を
認
め
る
し

だ
い
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
取
り
組
み
へ

平
成
24
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
準

備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
町
内
各
集

落
の
維
持
・
活
性
化
の
た
め
の
施
策

を
進
め
て
い
く
上
で
、
い
よ
い
よ
実

践
の
第
一
歩
の
年
と
な
り
ま
す
。
地

域
課
題
を
解
決
し
、
住
み
よ
い
、
住

み
た
い
集
落
の
維
持
・
活
性
化
を
図

る
べ
く
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

本紙に掲載している平成24年度施政方針は、平成24年３月に行なわれた平成24年第2回津和野町議会定例会におい
て示された冒頭の内容を、一部抜粋・再編集しております。施政方針の全文については、町ホームページに掲載しています。

4 月から 4 名の学生が IFJ
事業に取り組んでいます。

昨年 11 月に国の重要
文化財に指定された鷲
原八幡宮。貴重な文化
財が数多くあることも
津和野の誇りです。

様々な準備をしてき
た住民と行政の協働
のまちづくりがいよ
いよ動きはじめます。

財政の健全化も重要
課題。行財政改革な
どの取り組みにより
緩やかですが着実に
その成果が現れてい
ます。

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
構
築
し
な
が

ら
、
関
連
予
算
に
お
い
て
も
重
点
的

に
配
分
し
、
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。そ

の
過
程
に
お
い
て
は
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
も
積
極
的
に
参
画

を
頂
き
英
知
を
結
集
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
成
否
の
カ
ギ
と
も
な
る
と

認
識
し
て
お
り
、
改
め
て
町
民
の
皆

様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
こ
の
場
に
て
お
願
い
を
申
し
あ

げ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
か
ら
都
市
へ
人
材
が

流
出
し
、
様
々
な
格
差
が
生
じ
て
い

る
地
方
と
都
市
の
関
係
を
是
正
す
る

取
り
組
み
の
意
義
も
強
く
認
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年

度
よ
り
首
都
圏
の
大
学
生
を
1
年

間
、
町
の
職
員
と
し
て
受
け
入
れ
、

町
活
性
化
の
た
め
の
業
務
に
従
事
し

な
が
ら
、
将
来
的
な
町
の
人
材
と
し

て
育
成
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ

ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
（
IFJ
）
事
業
を
始

め
ま
す
が
、
地
方
に
と
っ
て
有
益
な

地
方
と
都
市
と
の
新
た
な
関
係
を
構

築
す
る
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
成
功
さ

せ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

財
政
の
建
て
直
し

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
着
実

に
そ
の
歩
を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
と
て
も
楽
観
で
き
る
状

況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
財

政
再
建
の
た
め
の
歳
出
削
減
が
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
委
縮
さ
せ
て

し
ま
う
な
ら
ば
、
更
な
る
町
の
活
力

人口減少を
少しでも食
い止め、安
心してくら
せるまちづ
くりに取り
組みます。

低
下
を
も
た
ら
し
、
人
口
減
を
加
速

さ
せ
、
そ
れ
が
歳
入
の
減
少
に
も
つ

な
が
る
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、
今
後
も

引
き
続
き
、
資
源
の
効
率
的
、
効
果

的
な
配
分
を
意
識
し
な
が
ら
、
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
、

病
院
問
題
な
ど
の
保
健
医
療
対
策
、

地
域
活
力
を
生
み
出
す
源
と
な
る
商

工
観
光
や
農
林
業
の
振
興
、
津
和
野

な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
、
文
化

の
保
存
・
活
用
、
更
に
は
道
路
や
上

下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤

整
備
な
ど
、
本
町
が
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
と
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成24年度施政方針&
当初予算

町内集落の維持・活性化に
具体的に取り組んでいく第一歩を 原点は町の皆さまが安心して、

活き活きと暮らせるまちづくりをすること
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り
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
執
行

と
財
政
運
営
の
確
立
に
徹
す
る
予
算

編
成
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、
こ

の
２
年
間
で
土
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、

芽
ぶ
い
て
き
た
事
業
を
着
実
に
成
長

さ
せ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
実
践
を
行

う
予
算
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
予
算
編
成
を
進
め
た
結

果
、
今
年
度
は
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
な
く
編
成
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、

前
年
度
に
く
ら
べ
3.3
％
増
額
、
一
般

財
源
総
額
で
は
、
4.1
％
の
減
額
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

本
町
の
平
成
22
年
度
一
般
会
計

の
決
算
状
況
（
出
口
ベ
ー
ス
）
は
、

86
億
６
千
６
百
97
万
2
千
円
、
実

質
収
支
は
、
黒
字
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、経
常
収
支
比
率
は
87
．
0
％
で
、

前
年
度
よ
り
2.4
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

は
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政

改
革
の
推
進
と
堅
実
な
財
政
運
営

を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
19

年
度
の
23
．
０
％
を
ピ
ー
ク
に
平
成

22
年
度
で
は
19
．
０
％
、
平
成
23
年

度
決
算
で
は
18
％
以
下
と
な
る
見
込

み
で
す
。

主
要
財
源
で
あ
る
税
収
に
つ
い
て

は
、
0.7
％
の
増
収
に
と
ど
ま
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
当
町
が
最

す
る
と
と
も
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
建
設
、
斎
場
の
増
築
、
文
化
財

修
復
等
の
投
資
的
経
費
が
増
加
す

る
見
込
み
で
す
。
公
債
費
に
つ
い
て

は
、
財
政
健
全
化
指
標
を
考
慮
し
、

将
来
の
大
幅
な
財
源
不
足
に
対
応

で
き
る
よ
う
更
な
る
繰
上
償
還
を
盛

り
込
む
こ
と
と
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
の
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
な

っ
て
い
き
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

今
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
枠
配
分

方
式
を
採
用
し
、
そ
の
中
で
も
、
定

住
対
策
と
教
育
を
重
点
施
策
と
し

て
編
成
し
て
い
ま
す
。

景
気
の
低
迷
や
東
日
本
大
震
災

等
の
影
響
に
よ
り
国
の
動
向
が
不
透

明
な
中
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
に

は
じ
ま
り
依
存
財
源
で
あ
る
国
・
県

自主財源 14.2％
依存財源 85.8％

地方交付税
42億円（57.0％）

町債 10億 8千万円
（14.7％）

町税6億 9,734万円（9.5％）

国庫支出金 5億 1,669 万円
（7.0％）

県支出金
3億 6,621 千万円（5.0％）

諸収入 8,319 万円（1.1％）
地方譲与税 7,100 万円（1.0％）

地方消費税交付金ほか 
2 億 660 万円（2.7％）

使用料及び手数料
1億 4,395 万円（2.0％）

歳入
73

6,550
億
万円

議会費 9,347 万円・労働費 95万円・災害復旧費 15万円 ・
予備費ほか 489 万円（1.8％）

総務費
13億 7,049 万円
（18.6％）

民生費
13億 5,398 万円
（18.4％）

衛生費
7億 8,850 万円（10.7％）

農林水産業費 3億 4,297 万円（4.6％）
商工費
1億 7,007 万円（2.3％）

土木費
7億 1,140 万円（9.7％）

消防費
3億 2,571 万円（4.4％）

教育費
6億 9,226 万円
（9.4％）

公債費
15億 1,061 万円
（20.5％）

歳出
73

6,550
億
万円

特別会計予算
国民健康保険事業 10億8,006万円
介護保険事業 11億9,398万円
後期高齢者医療 2億9,012万円
簡易水道事業 3億144万円
下水道事業 3億686万円

農業集落排水事業 534万円
奨学金 1,552万円

電気通信事業 2億2,731万円
診療所 1億53万円

介護老人保健施設事業 5億1,064万円
津和野町病院事業

収益的収入 6億9,622万円
収益的支出 7億2,356万円
資本的収入 8,204万円
資本的支出 8,408万円

も
依
存
し
て
い
る
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅

に
減
額
さ
れ
た
う
え
に
国
勢
調
査
に

よ
る
人
口
減
、
学
校
統
合
に
よ
る
影

響
等
に
よ
り
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
自
主
財
源
を
獲

得
し
、
歳
入
の
落
ち
込
み
を
食
い
止

め
る
た
め
に
知
恵
と
汗
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
前
年
比
で
件

数
、
金
額
と
も
に
4
倍
に
達
し
た
こ

と
は
心
強
い
実
績
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
財
政
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
水

準
に
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後

は
、
津
和
野
フ
ァ
ン
を
増
や
す
と
い

う
観
点
か
ら
も
件
数
の
増
加
に
こ
だ

わ
り
、
営
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
で
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
義
務
的

経
費
で
あ
る
社
会
保
障
費
が
増
加

か
ら
の
支
出
金
や
各
種
交
付
金
、
補

助
金
等
に
つ
い
て
も
地
方
財
政
収
支

の
概
要
な
ど
に
よ
り
今
年
度
以
上
に

厳
し
い
も
の
と
推
測
さ
れ
、
一
般
財

源
の
大
幅
な
増
収
は
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
分
枠
予
算
を
堅
持
す

る
た
め
に
、
前
年
度
ま
で
の
基
本
理

念
を
継
承
し
た
う
え
で
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
更
な
る
経
費
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る

た
め
の
厳
正
な
施
策
の
選
択
や
重
点

化
を
推
進
し
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ

教
育
定
住
を
重
点
的
に

平
成
24
年
度
当
初
予
算

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
73
億
6
千
５
百
50
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
予
断
を
許
さ
な
い
財
政
状
況
な
が
ら
、
教
育
と

定
住
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
準
備

を
進
め
て
き
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
年
と
な
り
ま
す
。

と

人件費 11 億 8,718 万円（16.1％）

物件費 13 億 1,081 万円（17.8％）

扶助費 4億 4,424 万円（6.0％）

補助費等 8億 3,843 万円（11.4％）

公債費 15 億 1,061 万円（20.5％）

積立金 4億 581 万円（5.5％）

繰出金 8億 6,517 万円（11.7％）

普通建設事業費 7億 4,013 万円（10.0％）

維持補修費など 6,309 万円（0.9％）

●一般会計歳出（性質別） ●
一
般
会
計
歳
出
（
目
的
別
）

●
一
般
会
計
歳
入

【
地ち

ほ
う
こ
う
ふ
ぜ
い

方
交
付
税
】

全
国
で
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
経け

い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し
ひ
り
つ

常
収
支
比
率
】

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど

毎
年
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
使
途
の
制
限
の
な
い
一

般
財
源
が
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
毎
年

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経

常
的
歳
出
に
ど
の
程
度
充

当
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す

比
率
。
地
方
自
治
体
の
財

政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標

と
も
言
え
る
。

【
実じ

っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ
ひ
り
つ

質
公
債
費
比
率
】

実
質
的
な
公
債
費
（
地
方
債

の
元
利
償
還
金
）
が
財
政
に

及
ぼ
す
負
担
を
表
す
指
標

【
臨り

ん
じ
ざ
い
せ
い
た
い
さ
く
さ
い

時
財
政
対
策
債
】

地
方
が
か
か
え
る
財
源
不

足
を
補
填
す
る
た
め
特
例

的
に
認
め
ら
れ
る
地
方
債

【
財ざ

い
せ
い
ち
ょ
う
せ
い
き
き
ん

政
調
整
基
金
】

自
治
体
の
財
源
の
不
均
衡

を
な
ら
す
た
め
の
積
立
金
。

地
方
財
政
法
で
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

用
語
解
説
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正
面

　玄
関

駐
輪
場

Ｗ・Ｃ

まちづ
くり
政策課

町長室

総務財政課

副町長

税務住民課税務住民課
総合窓口

（保険・年金・福祉）

戸籍票・住民票

地域振興課

営業課

出納室

建設課議会
事務
局

議場

Ｗ・Ｃ

Ｗ・Ｃ

スロープ

教
育
委
員
会

健
康
保
険
課

総
合
窓
口

参事 教育長

商
工
観
光
課

福
祉
事
務
所

健
康
保
険
課

保
健
予
防
係

環境生活課

農 林 課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

総務財政課
課長 島 田 賢 司
課長補佐 福田 浩 文
課長補佐 土 井 泰 一

安 村 義 夫
大 垣　 隆
楠 　 寛
樋口 和 宏
石 井 崇 恵
大 庭 耕 平

まちづくり政策課
課長 内 藤 雅 義
課長補佐 青木早知枝

清 水 孝 倫

税務住民課
課長 楠　 勇 雄
課長補佐 山本慎吾

長嶺義幸
大井正彦
山本早苗
藤本憲児
瀧山浩美
村上宏志
齋藤貴達
湯浅典子
清水健太

税務住民課・総合窓口
倉木正行
野村一弘
斎 藤　 彩

教育委員会
教育次長 世良清美
主査 吉田智幸
次長補佐 岩本要二

清水浩志
中井将胤
米 本　 潔
宮田健一
竹田亨志
横田雄一
中山頌子

福祉事務所
所長 右 田 基 司
次長 佐々井将利
次長 赤 松 朱 美
次長 村 田 隆 昭

中 田 紀 子
村 上 剛 士
倉 木 翔 史
小 山 恵 美
石川慎太郎

農林課
課長 田村津与志
主査 羽多野寿子
課長補佐 桑 原 正 勝

村 上 久 富
阿 部 光 博
三 浦 香 織
俵　 知 巳
佐 伯　 晃

環境生活課
課長 長 嶺 雄 二
主査 益 成 安 廣
課長補佐 竹 内　 誠

小 藤 信 行
石 川 卓 弥
川 﨑 優 一
岸 田 浩 明
永 田 達 哉

商工観光課
課長 長 嶺 清 見
課長補佐 藤 山　 宏

堀　 重 樹
沖 田 祥 子
酒 巻　 彰

健康保険課
課長 齋 藤　 等
主査 中 岡 豊 美
課長補佐 中 村 博 己

益 井 仁 志
岸 田 道 治
植 田 直 樹
須川寿賀子
柳 井 宏 樹
伊 藤 悟 郎
佐 藤 雅 美
石 川 千 絵
西 藤 絢 子

健康保険課・総合窓口
主査 澄 田 文 隆

青 木 育 世
篠 原　 徹
水 津 太 志

地域包括支援センター
主査 田 淵 京 子

新田いずみ
長 野 純 子

農業担い手支援センター
課長補佐 渡 邉 寛 夫

椿　 利 昭

地域医療対策室
課長補佐 下 森　 定

山 下 泰 三

後期高齢者医療広域連合
小 柴 陽 介

森鷗外記念館
山 本 博 之

安野光雅美術館
次長補佐 齋 藤 道 夫

桑原史成写真美術館
館長 廣 石　 修

鹿足郡事務組合
（サンネットにちはら）

青木香奈絵

日原天文台
斎 藤 和 幸

津和野公民館
石 橋 洋 亜

教育委員会日原窓口
中 岡 真 一

木部保育園
副園長 宅 野 文 子

石 村 直 子

青原保育園
園長 藤 井 文 枝

柳井江利子
谷 口 法 賀

統括調理師 竹 内 留 美

給食センター
統括調理師 河 田 義 則
統括調理師 松 本 利 和
統括調理師 山 本　 徹
統括調理師 田 村 鉄 治

日原保育園
園長 和崎八恵子

篠 原 純 子
水 津 智 美
渡邉紗也加

統括調理師 井 上 史 子

畑迫保育園
副園長 草田比呂子

豊 田 悦 子
佐々木かおり
大 谷　 高

直地児童館
副館長 佐々木正子

柳井里絵子

地域振興課
課長 久 保 睦 夫
課長補佐 豊 田　 肇

中 田 伸 司
山 本　 淳
大 山 優 子

営業課
課長 大 庭 郁 夫
主査 木 村 良 夫
課長補佐 宮 内 秀 和

内 谷　 元
出納室

会計管理者 山 本 典 伸
藤 井 安 宏

建設課
課長 伊 藤 博 文
課長補佐 木 村 厚 雄

齋 藤 隆 司
野 田 裕 一
青 木 貴 志
後 藤 雅 之
新 田　 亮
日 熊 憲 明

議会事務局
事務局長 和 田 京 三

職
員
配
置

新
年
度
が
は
じ
ま
り
役
場
で
も
職
員
の
異
動
な
ど
、
庁
舎
内
で
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
見
知
っ
た
職
員
が
ど
こ
に
い
る
の
か
、庁
舎
の
地
図
と
合
わ
せ
て
職
員
配
置
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

本庁舎見取り図
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本
庁
舎

津和野庁舎

公民館、保育園など 日原第2庁舎



３
月
２
日
に
平
成
23
年
度
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

多
数
の
来
賓
・
保
護
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
63
名

の
卒
業
生
が
学ま
な

び
舎や

か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
、
10
人
が
就
職
、
国

公
立
４
年
制
大
学
に
は
、
14
人
が
合
格
を
決
め
ま
し

た
。
ま
た
、
進
学
者
の
中
に
は
島
根
県
立
大
学
看
護

学
部
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
や
専
門
学
校
を
は
じ
め

と
し
た
看
護
師
や
医
療
に
関
わ
る
専
門
職
を
養
成
す

る
学
校
の
合
格
者
が
16
人
を
占
め
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
主
な
進
学
・
就
職
、
合
格
先
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

平
成
24
年
度
が
始
ま
り
、
津
和
野
高
校
で
も
４

こちら津和野高校支援係

津
和
野
高
校
の
今

進学　合格先 人数

国公立４年生大学 １４名

北見工業大学、島根大学、鳥取大学、広島大学、福岡
女子大学、宮崎大学、山口大学、島根県立大学

私立４年制大学 ２５名

大阪青山大学、大阪経済大学、大阪経済法科大学、川
崎医療福祉大学、九州共立大学、京都産業大学、近畿
大学、東亜大学、徳島文理大学、奈良大学、広島国際大学、
福山大学、福山平成大学、文教大学、武庫川女子大学、
安田女子大学、山口東京理科大学、立命館大学

公立短期大学 ３名

大分県立芸術文化短期大学、島根県立大学

私立短期大学 ９名

岡山短期大学、下関短期大学、比治山大学、広島文科
学園短期大学、安田女子短期大学、山口芸術短期大学

専門学校・大学校　等 １９名

呉共済病院看護専門学校、広島医療秘書こども専門学
校、六日市医療技術専門学校、リハビリテーションカレッ
ジ島根、九州観光専門学校、島根県立西部高等技術校、
中国職業能率開発短期大学校、広島製菓専門学校、山

口県立農業大学校、山口コアカレッジ　他

就職先 １０名

ALSOKあさひ播磨株式会社、株式会社治元、昭和金属
株式会社、太鼓谷稲成神社、千曲屋、藤原製作所、マ
ツダ株式会社、森本石材、山口県警、よしのや

月
10
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
県
外

か
ら
の
入
学
者
を
含
む
54
名
の
生
徒
が
入
学
し
ま
し

た
。
県
外
か
ら
の
入
学
者
は
、
山
口
市
、
萩
市
、
宇

部
市
、
福
岡
県
、
沖
縄
県
か
ら
の
９
名
が
い
ま
し
た
。

「
可
能
性
を
広
げ
る
高
校
」「
学
力
を
伸
ば
す
高

校
」「
生
徒
の
顔
と
名
前
と
進
路
を
理
解
し
、
き
め
細

か
く
指
導
す
る
高
校
」、
こ
れ
ら
が
全
国
か
ら
選
ん
で

も
ら
っ
た
津
高
の
評
価
で
す
。

津
高
に
新
し
い
活
力
を
も
た
ら
す
県
外
か
ら
の
生

徒
へ
、
温
か
い
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
町

内
か
ら
の
入
学
者
が
増
え
て
い
く
よ
う
津
和
野
高
校

の
魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

50年後の日本を想
イメージ

像してみる

「町長付
」として

大学生4
人が津和

野で活動
開始！

若者視点
で活性化

！

福
ふくい

井 健
けん

（大阪府）
石
いしかわ

川 葉
よう こ

子
（神奈川県）

氏名
（出身地）

畔
くろやなぎ

柳 知
ともひろ

宏
（神奈川県）

坂
さか わ

和 貴
たかゆき

之
（東京都）

津和野町のみなさん、初めまして。４月から津和野に移住し、一年間
町長付として町の活性化に取り組んでいくI

イノベ ー シ ョ ン

nnovation F
フォー

or J
ジャパン

apanです。
僕たちは、東京の大学を１年間休学して津和野に引っ越し、現在、寺田の
定住促進住宅に住み、津和野庁舎にデスクを置いて活動しています。
津和野町に来てまだ間もないので、町内のことは右も左もわからない

状態ですが、少しでも早く町に慣れ、町に住む皆さんと一緒に活動し、町
の活性化のために１年間取り組んでいくつもりです。
日頃、町内のあちこちを動き回っていると思いますので、見かけられた
時には、一声、お声をかけていただけるとありがたいです。これから一年、
ご迷惑もお掛けするかとは思いますが、どうぞ、よろしくおねがいします！

営業課☎
74-009

2

酒
さかまき

巻　彰
あきら

商工観光課 健康保険課

福祉事務所教育委員会

農林課

西
さいとう

藤　絢
あやこ

子

中
なかやま

山　頌
しょうこ

子

佐
さいき

伯　晃
あきら

石
いしかわ

川　慎
しんたろう

太郎

出身は益田市ですが、
幼い頃より津和野の町
や自然に親しんできたの
で、４月から役場に勤め
ることになり、私を育ん
でくれた町に恩返しをし
たい気持ちで一杯です。
早く仕事を覚え、町

の皆さんの為に頑張りま
すのでよろしくお願いし
ます。

社会人一年目で緊張
していますが元気いっぱ
いに頑張りたいと思いま
す。出身は益田市です。
幼いころから慣れ親しん
だ津和野町で働くことに
喜びを感じています。分
からないことも多いです
が、お役にたてるよう励
みますので、よろしくお
願いします。

この春から、商工観
光課に配属となりまし
た。
津和野町で生活する

のは初めてで、まだ分
からないことも多いです
が、少しでも町民の皆
様のお役にたてるよう努
力していきますので、よ
ろしくお願いします。

出身は浜田市で津和
野町生活一年目。社会
人一年目です。
全てが初めてのことば

かりではありますが、一
日でも早く津和野町の
皆様の力になれるように
日々努力していきたいと
思っておりますのでよろ
しくお願いします。

津和野町出身です。
今まで津和野の大ら

かな環境が今の自分を
育んだと思っています。
これからは、この町に
感謝の気持ちを持って、
一日でも早く皆さんのお
役に立てるように頑張っ
ていきたいです。よろし
くお願いします。

4月に入り、役場にも新に5名の職員が採用になりました。
津和野町をもっと良くする活力に満ちた新規採用職員を紹介します。
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退職者

米原　孝男

水津　良則

松本　康志

藤山　陽子



町からの
お知らせ広報つわの Vol.79

暴力団排除にむけて
津和野町、吉賀町、津和野警察署と取り組みにむけて合意

平成 24年度の出荷登録業者を募集しています
「山の宝でもう一杯！」プロジェクト

総務財政課☎ 74-0028

農林課☎ 72-0653

４
月
２
日
、
津
和
野
警
察
署
に

お
い
て
、「
津
和
野
町
・
吉
賀
町
が

行
う
契
約
等
か
ら
の
暴
力
団
排
除

に
関
す
る
津
和
野
警
察
署
と
の
合
意

書
」
締
結
に
伴
う
調
印
式
が
行
わ

れ
、
下
森
町
長
、
中
谷
吉
賀
町
長
、

周
藤
津
和
野
警
察
署
長
が
合
意
書

に
署
名
・
捺
印
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
合
意
書
は
、
津
和
野
町
や
吉

賀
町
が
行
な
う
公
共
工
事
や
物
品

購
入
を
通
じ
て
、
公
金
が
暴
力
団
に

渡
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た

暴
力
団
排
除
条
例
を
４
月
１
日
に

施
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
条
例

昨
年
実
施
し
た
社
会
実
験

で
は
、
目
標
１
５
０
ト
ン
を

は
る
か
に
超
え
る
２
３
７
ト
ン

の
林
地
残
材
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
）
が
山
林
か
ら
搬
出
さ
れ
、

７
０
８
枚
の
こ
だ
ま
商
品
券
が

町
内
登
録
商
店
で
流
通
し
、

森
林
整
備
や
地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
多
方
面
で
の
効
果

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
成
功
に
伴
い
今
年
度
は

事
業
を
拡
大
し
、
今
年
4
月

か
来
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

で
、
目
標
１
千
ト
ン
を
目
指
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
た
め
に
は
事
前
の
登
録
が

必
要
で
す
。

を
効
果
的
で
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
し
て
い
く
た
め
、
暴
力
団
排
除

に
関
し
て
両
町
と
津
和
野
警
察

署
が
連
携
・
協
力
し
て
い
く
事
項

に
つ
い
て
定
め
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
方
々
が
条
例

に
基
づ
い
て
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
活
動
等
を
行
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
暴
力
団
員
等
か
ら
危
害

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
警
察
に
よ
る
適
切
な
支
援
等

を
受
け
な
が
ら
、
暴
力
団
排
除

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

合意書を掲げる、両町長と警察署長。それぞれ左から下森津和野町長、
周藤津和野警察署長、中谷吉賀町長。

【
登
録
条
件
・
方
法
】

□
町
民
ま
た
は
町
内
に
森
林

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
。

□
登
録
は
、
個
人
ま
た
は
自
治

会
等
の
団
体
。

□
出
荷
さ
れ
る
林
地
残
材
は
、

町
内
の
山
林
で
伐
採
さ
れ

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

□
自
己
所
有
で
な
く
て
も
委

任
を
受
け
た
山
林
か
ら
の

出
荷
も
可
能
で
す
。

□
添
付
書
類
と
し
て
「
運
転

免
許
証
」「
車
検
証
」の
写
し
、

対
象
森
林
の
分
か
る
地
図

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
農
林
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

「山の宝でもう一杯プロジェクト」

�����
��	
�

森林を守り、町をうるおす、うれしい輪。森林を守り、町をうるおす、うれしい輪。

津和野町

�	�����

�������

������
������	
� !�

"#$%&�
'(	��

当店でご利用できます！

たくさんの応援をいただいています
ふるさと納税が前年比の約 4倍に増加

４月１日より入館料は無料となっています
お気軽にお越しください

営業課☎ 74-0092

②地域振興課☎ 74-0038
①教育委員会☎ 72-1854

４
月
１
日
か
ら
津
和
野
町
民
の
み
な
さ
ま
が
次
の
施
設
を
ご
利

用
に
な
る
際
の
入
館
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【
ご
利
用
方
法
】

こ
れ
ら
の
施
設
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
津
和
野
町
民
で
あ
る
旨
を

係
り
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る

こ
と
で
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

森鷗外記念館①

安野光雅美術館①

桑原史成写真美術館①

津和野町郷土館①

津和野町民俗資料館①

日原歴史民俗資料館①

日原天文台②

星と森の科学館②

ふ
る
さ
と
納
税
？

「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し

た
い
、「
ふ
る
さ
と
」
を
応

援
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ま
の

思
い
を
ご
希
望
の
地
方
公
共

団
体
へ
寄
付
金
と
い
う
形
で

表
し
て
い
た
だ
い
た
と
き

に
、
個
人
住
民
税
な
ど
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

昨
年
の
4
倍
に
増
加

津
和
野
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま

の
応
援
に
よ
り
平
成
23
年
の

申
込
が
１
１
４
件
、
金
額
に

し
て
お
よ
そ
６
５
０
万
円
と

な
り
、
昨
年
の
4
倍
と
大
き

く
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
も
津
和
野
を
応
援
し

て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
好
意

に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
津
和

野
町
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
こ
と
に
関
し
て
は
営
業

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

齋

藤　

登 

様

光
野　

芳
男 

様

下
坂　

寿
々
奈 

様

山
本　

幸
正 

様

岩
本　

二
郎 

様

小
林　

昌
彦 

様

片
山　

武
臣 

様

宮
田　

貴
志 

様

湯
澤　

勝
信 

様

大
名　

幸
一 

様

小
林　

正
信 

様

濱
本　

洋
輔 

様

井
上　

敏
生 

様

青

木　

勤 

様

萩
野　

浩
基 

様

御
手
洗 

芳
男 

様

藤
田　

大
輔 

様

松
田　

恭
治 

様

中
谷　

由
美 

様

羽
村　

千
枝
子 

様

佐
々
木　

正
子 

様

須
藤　

一
郎 

様

石
川　

譲 
様

大
庭　

伸
正 
様

嶋
橋　

真
二
郎 

様

山
本　

修
司 

様

飯
田　

高
明 

様

窪
田　

輝
幸 

様

大
庭　

枝
里
子 

様

瀧
山　

朗
子 

様

ふるさと納税で津和野を応援していただいた皆様です。

氏名の掲載は了承が得られた方のみとなっております。また金額等は控えさせていただいています。（順不同）

対象は8施設です。
お問合せの際には、各番号の
連絡先へお願いします。

10 Public Relations Magazine Tsuwano Town11 広報つわの

▼ ▼

▼ ▼



1

6 97 11 12108
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3127 28 29 30

20 21 22 23 24 25 26

2 4 53
日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-カレンダー5 ◎水彩画教室

（　　　/13:30～，19:00～）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎星に親しむ天文講座「暦
の不思議」ほか
（　　　/10:00~11:30）
◎ケアサロン津和野
（　　　/13:30~）

※1下記のお子さまが対象となります
H23.7.2～H24.1.8生まれの方＋未受診者
※2生年月日が下記のお子さまが対象となります
１歳6ヶ月児 ･･ H22.8.16～H22.11.15生まれの方
２歳児 ････････ H21.8.16～H21.11.15生まれの方
３歳児 ････････ H20.8.16～H20.11.15生まれの方

◎水彩画教室
（　　　/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（野中自治会館/13:30~14:30）
（　　　/15:30~16:30）
◎ハングル講座
（　　　/19:30~） 

◎キラキラ体操教室
（下左鐙集会所/13:30~14:30）
（池河公民館/15:30~16:30）
◎【休館】津和野図書館

◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30～16:00）
◎断酒会
（　　　/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）
◎季節の湯（しょうぶ）
（津和野温泉なごみの里）

◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎育児相談
（日原保育園/10:00~11:30）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30～16:00）
◎断酒会
（　　　/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）
◎季節の湯（しょうぶ）
（津和野温泉なごみの里）

◎無料人権相談
（　　　/9:00~12:00）
◎水彩画教室
（　　　/9:30~11:30）
◎ ハングル講座
（　　　/19:30~） 
◎キラキラ体操教室
（木部公民館/13:30~14:30）
（長野自治会館/15:30~16:30）

◎断酒会
（　　　/19:00~21:00）
◎水彩画教室
（　　　/13:30～，19:00～）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館/13:30~14:30）
（麓耕自治会館/15:30~16:30）
◎ハングル講座
(　　　/19:30~） 
◎津和野町小学校体育大会
（日原カントリーパーク）

◎乙女峠まつり
（カトリック教会出発/10:30~）
◎ハングル講座
(　　　/19:30~） 

◎食育の集い-料理教室-
（青原公民館/9:30～13:30）

◎月いちボランティア清掃
（徳川夢声句碑周辺/7:00~8:00）
◎青野山ハイキング
（10:00～）

◎行政相談
（　　　/10:00~12:00）
◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館/9:00~11:00）
◎心配ごと相談
（　　　/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00～12:00）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館/13:30~15:30）

◎行政相談
（　　　/10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（　　　/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00～12:00）

◎行政相談
（　　　/9:30~14:30）
◎明るい生活相談所
（　　　/9:30~14:30）
◎無料法律相談
（　　　/13:00~16:00/要予約）
◎ピラティス教室
（　　　/20:00~21:00）

津和野温泉なごみの里
-あさぎりの湯-

毎週木曜日は定休日です

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）

◎石見神楽公演（木ノ口神楽
社中）
（津和野温泉なごみの里）

◎津和野地区心配ごと相談
（　　　/11:00~15:00）
◎健康相談
（　　　/13:30~15:30）
◎ファミリーバドミントン
リーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎乳児健診※1
（　　　/受付13:00~13:30）
◎キラキラ体操教室
（　　　/13:30~14:30）
◎健康体操
（青原公民館/13:30～15:00）

◎アダルト英会話
（　　　/10:30~11:30）
◎キッズえいかいわB
（　　　/16:15~17:00）
◎３Ｂ体操
（　　　/13:30～）
◎つわの英会和教室
（　　　/20:00～21:00）

◎石見神楽公演（浜田商業高
校）
（津和野温泉なごみの里）

◎演奏会びーくおりてぃー
（津和野温泉なごみの里）

◎健康相談
（　　　/13:30~15:30）
◎ファミリーバドミントン
リーグ戦
（小川体育館/19:30～）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（東枕瀬公民館/10:30~11:30）
（小瀬会館/13:30~14:30）
◎健康体操
（青原公民館/13:30～15:00）

◎アダルト英会話
（　　　/10:30~11:30）
◎３Ｂ体操
（　　　/13:30～）
◎こころの相談
（　　　/14:00~/要予約）
◎キッズえいかいわA
（　　　/16:15~17:00）
◎つわの英会和教室
（　　　/20:00～21:00）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎育児相談
（直地児童館/10:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（和田自治会館/10:30~11:30）
（名賀地域センター/13:30~14:30）

◎太皷谷稲成神社春季大祭
（太皷谷稲成神社/10:00~）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎幼児健診※2
（津和野社会福祉協議会/受付
13:00~）
◎ふれあい俳句サロン
（　　　/13:30~）
◎キラキラ体操教室
（滝元上集会所/10:30~11:30）
（程彼集落センター/13:30~14:30）

日原公民館日公
主な会場の略字表記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談
総務財政課 ･･････☎74-0028
■無料人権相談
税務住民課 ･･････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,幼児
健診 ,こころの相談 ,ケアサ
ロン津和野
健康保険課 ･･････☎72-0657
■手話生活相談
福祉事務所 ･･････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
 ････････････････☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所 ･･････････････☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッズ
えいかいわＡ・Ｂ，ピラティス
教室，水彩画教室
日原中央公民館 ･･☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
 ････････････････☎72-2070
■キラキラ体操教室
地域包括支援センター
 ････････････････☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食育
の集い，健康体操
青原公民館 ･･････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
 ･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ
中央 日原中央公民館

下記の納期は 5月 31日です

期限までに納めましょう

国民健康保険税第２期
後期高齢者医療保険料第２期

介護保険料第２期
町県民税第１期
軽自動車税第1期

税
金
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
、
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

そ
の
後
の
納
付
に
は
１
０
０
円
の
手
数
料
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

日公

日公

日公

日公

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ 山セ

山セ

山セ

福セ

◎史談会
（　　　/13:30～）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館/19:30～20:30）

福セ

福セ

福セ

福セ

中央

中央

中央

中央

日公

日公

日公

日公

日公

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ山セ

山セ

福セ

福セ

中央

中央

中央

中央
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【在宅当番医】松浦内科胃腸科 【在宅当番医】津和野共存病院【在宅当番医】増野医院

【在宅当番医】つわぶき医院

【在宅当番医】増野医院

【在宅当番医】和﨑医院

【在宅当番医】栗栖医院



町からの
お知らせ

年金保険料を安く納める方法
前納で保険料の割引が受けられます 健康保険課☎ 72-0651

国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の
保

険
料
を
あ
ら
か
じ
め
納
付
で
き
る
前

納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
現
金
払
い
に
よ

る
前
納
と
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
、

さ
ら
に
口
座
振
替
の
早
割
が
あ
り
ま

す
。

現
金
払
い
の
前
納

保
険
料
の
前
納
は
、原
則
と
し
て
、

一
年
ま
た
は
半
年
分
の
一
括
払
い
が

決
ま
り
で
す
が
、
現
金
の
場
合
に
は
、

ご
希
望
の
月
か
ら
そ
の
年
度
末
の
３

月
分
ま
で
を
支
払
え
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受

け
て
い
る
人
も
、
保
険
料
を
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
分
の
1
年
間
の
保

険
料
を
現
金
払
い
で
前
納
す
る
と

３
，
１
９
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

（
半
年
分
の
場
合
は
、
７
３
０
円
）

現
金
に
よ
る
前
納
の
う
ち
、
１
年

分
お
よ
び
４
月
〜
９
月
分
の
半
年
分

の
申
込
み
の
締
切
日
は
、
５
月
１
日

ま
で
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
に
は
、
１

年
ま
た
は
半
年
分
を
単
位
と
し
て
行

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
保
険

料
を
前
納
す
る
と
年
間
で
３
，

７
７
０
円
の
割
引
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
半
年
分
で
は
２
，

０
４
０
円
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
口
座
振
替
で
の
前

納
（
１
年
前
納
お
よ
び
４
月

〜
９
月
分
の
半
年
分
）
の
締

切
日
は
、
２
月
末
な
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
の
早
割

こ
の
ほ
か
に
も
毎
月
の
支
払

い
期
限
が
一
ヶ
月
早
く
な
り
年

間
６
百
円
安
く
な
る
早
割
制

度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
早
割

制
度
に
変
更
す
る
た
め
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

前
納
保
険
料
の
還
付

保
険
料
を
前
納
し
た
期
間

が
経
過
し
な
い
う
ち
に
被
保

険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
や
第
一
号
被
保
険
者
が
第
二

号
被
保
険
者
ま
た
は
第
三
号

被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
未
経
過
分
の
期
間
の

前
納
さ
れ
た
保
険
料
は
還
付

さ
れ
ま
す
。

　

ストップ・ザ・野焼き
ゴミの適正処理にご協力を

野
焼
き
は
違
反
で
す

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
で
は
野
焼
き

は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
野
焼
き
未
遂
や
、

野
焼
き
を
行
う
目
的
で
廃
棄

物
の
収
集
又
は
運
搬
し
た
者

に
も
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

特
別
な
例
外
規
定

次
の
様
な
場
合
は
例
外
と

な
り
ま
す
。

○
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の

や
む
を
え
な
い
焼
却

〇
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で

行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

〇
風
俗
習
慣
上
、
宗
教
上
の

行
事
な
ど
で
行
う
焼
却

※
生
活
環
境
の
保
全
上
著

し
い
支
障
を
生
ず
る
廃
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
は
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

野
焼
き
禁
止
の
特
別
な
例

外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で

あ
っ
て
も
、
煙
や
臭
い
な
ど

環境生活課☎ 72-0309

ドラム缶やブ
ロックやレンガ
等を使用した簡
易な焼却炉によ
るごみの焼却は
禁止されていま
す！

に
よ
り
生
活
環
境
に
支
障
を

与
え
、
苦
情
等
の
あ
る
場
合

は
、
改
善
命
令
や
各
種
の
行

政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
燃
や
す
場

合
は
、
ご
近
所
の
理
解
を
得

て
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
家
庭
の
ご
み
は
野
焼
き

を
せ
ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
指
定
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

行
い
、
自
然
環
境
、
生
活
環

境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

広報つわの Vol.79

グリーンカーテンで省エネにチャレンジ！
ご希望の方にゴーヤの苗を4本まで差し上げます

ゴーヤで窓などからの日差しをさえぎり、室内温度を下げて快適に省エネに
取り組んでみませんか？
日差しをさえぎることに加えて、葉の蒸散作用で打ち水をしたときと同じ効
果があります。もちろん、実を収穫し食卓のご馳走にもなります。

※条件
・必ず省エネを体感するためグリーンカ
ーテンとして使用すること。
・受け取り来ていただける方（受取場所
については、相談に応じます）。
※受渡時期は５月初旬を予定しています。
※数に限りがありますので、ご希望の方
は環境生活課）までお申込ください。

ごみの廃棄は一人ひとりが責任を持って

「みんなもやっているから」では済まされ
ません。
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不法投棄は犯罪です
ゴミと一緒にこころも捨てないで…

山
間
部
の
道
路
沿
い
や
空

き
地
な
ど
に
、
要
ら
な
く
な
っ

た
も
の
を
自
分
勝
手
に
ど
こ
へ

で
も
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
を
不

法
投
棄
と
い
い
ま
す
。
不
法
投

棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為

で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ

ー
と
協
力
で
不
法
投
棄
を
な

く
し
、
私
た
ち
の
大
切
な
地
球

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

環境生活課☎ 72-0309

１．どうして不法投棄するの？
ごみを処分するには、国や市町村のルールにしたがって、適正に処
理しなければなりません。
しかし、「自分だけよければいい」「処理費用がもったいない」「少し
ぐらいなら・・」「ばれないだろう・・」などの安易で無責任な気持
ちで捨てられるケースがほとんどです。

２．不法投棄は、私たちにどのような影響を与えるの？
不法投棄は、美しい自然や地域の景観をこわすだけでなく、そのご
みから出る有害なものが地中に浸透し、土壌や地下水を汚染したり、
いやな臭いの原因となったりして、私たちの健康や生活にも悪影響
を与えることにもなります。
また、捨てるのは簡単ですが、もとの自然をとりもどすことはたいへ
んむずかしく、撤去にはたくさんの人の労力と費用がかかってしまい
ます。

３．不法投棄は犯罪です！
法律で「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。」と定められ
ており、不法投棄は禁じられています。
違反したら・・・5年以下の懲役若しくは1千万円以下の罰金、さ
らに会社の場合には、1億円以下の罰金という非常に厳しい罰則の
対象となります。

４．不法投棄されないために！
自分の土地に不法投棄されないためには、まず自己防衛が必要です。
不法投棄されて、捨てた者が判らない場合には、基本的に、その土
地の管理者がごみの撤去を行なうことになります。
不法投棄は、草木が生い茂ったり、管理が不十分な場所に多く見ら
れます。
定期的に除草等を行ない、柵を設置したり、看板を立てたりして、
ごみを捨てられにくい環境づくりに努めましょう。また、できるだけ
数多く見回ることも大事です。

５．廃棄物と一緒にこころを捨てないで
「自分だけよければいい」「処理費用がもったいない」「少しぐらいなら・・」
「ばれないだろう・・」などの安易で無責任な気持ちで要らなくなったもの
を自分勝手にどこへでも捨ててしまうことを不法投棄といいます。

▼



町からの
お知らせ

【食」と「地域」の再生に向けて
農業者戸別所得補償制度について

中国四国農政局 松江地域センター
☎ 0852-24-7311

こ
の
制
度
は
販
売
価
格
が

生
産
費
を
恒
常
的
に
下
回
っ

て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ

の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と

国
内
生
産
力
の
確
保
を
図

り
、
も
っ
て
食
料
自
給
率
の

向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能

の
維
持
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
対
象
と
な
る
方

お
よ
び
そ
の
作
物
に
つ
い
て

は
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

左
記
の
対
象
作
物
の
生
産

数
量
目
標
に
従
っ
て
販
売

目
的
で
生
産
（
耕
作
）
す

る
販
売
農
家
・
集
落
営
農

対
象
作
物

米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん

菜
、
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ

い
し
ょ
、
そ
ば
、
な
た
ね
、

水
田
に
つ
い
て
は
、
水
田

活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

と
し
て
、こ
れ
に
加
え
て
、

飼
料
作
物
、
米
粉
用
・
飼

料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
、
加

工
用
米
、
地
域
特
産
物

畑作物の所得補償交付金 水田活用の所得補償交付金

米に対する助成（生産数量目標を守った農業者が対象）

加算措置など
【面積払（営農継続支払）】

前生産の生産面積に基づき交付 2.0万円/10a

【二毛作助成】1.5万円/10a【耕畜連携助成】1.3万円/10a
【産地資金 】

地域の実情に即して、麦・大豆等の戦略作物の生産性向上、
地域振興作物や備蓄米の生産の取組等を支援

【数量払いの場合】
対象作物 平均交付金単価

小麦（水田・畑地） 6,360円 /60kg
二条大麦（水田・畑地） 5,330円 /50kg
六条大麦（水田・畑地） 5,510円 /50kg
はだか麦（水田・畑地） 7,620円 /60kg
大豆（水田・畑地） 11,310円 /60kg

てん菜 6,410円 /t
でん粉用ばれいしょ 11,600円 /t
そば（水田・畑地） 15,200/45kg

なたね 8,470円 /60kg
注１：小麦については、パン・中華めん用品種を作付けた場
合は、数量払に2,550円　/60㎏を加算

注２：交付単価の10ａ当たりの面積換算値では、現行の品
目横断対策に比べて、小麦は約３千円、大豆は約１万
円の増額

【戦略的作物助成】
対象作物 平均交付金単価

麦、大豆、飼料作物 3.5万円/10a
米粉用米、飼料用米、WCS用稲 8.0万円/10a
そば、なたね、加工用米 2.0万円/10a

【米の所得補償交付金】　1.5万円/10a

【米価変動補てん交付金】 当年産の販売価格が標準的な販

売価格を下回った場合、その差額を補てん

【品質加算】
畑作物について数量払の交付単価を品質に応じて増減

【規模拡大加算】
規模の大小にかかわらず農地利用集積円滑化事業によ
り面的集積（連坦化）した場合、利用権設定した面積に
２万円/10ａを交付

【再生利用加算】
畑の耕作放棄地を解消し、麦、大豆、そば、なたねを作
付けた場合に、一定額（２～３万円/10a）を最長５年間

交付

【集落営農の法人化支援】
集落営農が法人化した場合に、40万円を定額で交付

17 広報つわの 16 Public Relations Magazine Tsuwano Town

▼
面積払い

平均単収 数量

交
付
金 数量払い

◎畑作物の所得補償交付金のイメージ



関
西
空
港
か
ら
独
へ

小
学
校
を
訪
問

ミ
ッ
テ
区
庁
舎

ハ
ン
ケ
区
長
と
も
会
談

記
念
式
典
に
出
席

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港

に
到
着

ア
ン
ペ
ル
マ
ン
本
社
を

訪
問

館
内
に
は
鷗
外
の
肖
像

画
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
市
内
を
歩
き

ドイツの森鷗外記念館に到着！

日本を代表してスピーチ

３
月
25
日
、
日
曜
日
、
津
和
野

町
の
森
鷗
外
記
念
館
で
津
和
野
出

身
の
文
豪
・
森
鷗
外
の
生
誕
１
５
０

周
年
を
祝
う
記
念
植
樹
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

植
樹
式
に
は
町
内
外
か
ら
関
係

者
ら
お
よ
そ
１
５
０
人
が
参
加
。
参

加
者
を
代
表
し
て
、
下
森
博
之
津

和
野
町
長
ら
８
人
が
植
樹
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

植
樹
は
公
益
財
団
法
人
・
日
本

花
の
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
、
鷗
外
の

作
品
と
同
じ
名
前
の
新
品
種
の
桜

「
舞ま
い
ひ
め姫

」
が
用
意
さ
れ
、
下
森
町
長

ら
は
桜
の
根
本
に
砂
を
か
ぶ
せ
て
い

き
ま
し
た
。

植
樹
式
の
あ
と
は
、
会
場
を
津
和

野
小
学
校
体
育
館
に
移
し
、
森
鷗

外
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
鷗
外
の
功
績
を
広
く

知
ら
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
研
究
者

な
ど
８
名
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
代

表
し
て
森
鷗
外
の
ひ
孫
に
あ
た
る
森も
り

憲け
ん
じ二

さ
ん
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
あ
と
に
は
、
森

鷗
外
記
念
館
館
長
の
山や
ま
さ
き崎
一か
ず
ひ
で
頴
さ
ん

と
、「
鷗
外
の
恋　

舞
姫
エ
リ
ス
の

真
実
」
の
著
書
な
ど
で
知
ら
れ
る

六ろ
く
そ
う草
い
ち
か
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
草
さ
ん
は
大
阪
府
出
身
で
、
現

在
は
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
在
住
し

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

講
演
で
は
鷗
外
に
関
す
る
写
真

な
ど
の
資
料
が
披
露
さ
れ
、
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
、
鷗
外
が
ド

イ
ツ
に
留
学
し
た
当
時
の
写
真
や
、

六
草
さ
ん
の
話
し
に
参
加
者
は
興
味

深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
か
ら
様
々
な
企
画

が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
森
鷗
外
生
誕

１
５
０
周
年
記
念
事
業
。

こ
の
日
の
記
念
式
典
は
集
大
成
と

も
い
え
る
行
事
で
す
が
、
実
行
委
員

会
で
は
平
成
24
年
度
も
津
和
野
が

生
ん
だ
文
豪
・
森
鷗
外
、
そ
の
未
来

を
見
据
え
た
事
業
が
す
す
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

式典に出席された森家のみなさま下森町長の挨拶

講演をする六草いちかさん

日本花の会より寄贈を受けた新種の桜「舞姫」。鷗外の作品と同様の名を持つ桜には記念館
をはじめ町内の各所に植えられています

森鷗外生誕 150 周年記念式典 開催私たちが見た「鷗外」とドイツ
先月号で少しだけお伝えした津和野高校生のベルリン訪問。約 1
週間という期間で訪問団が現地で何を見て、感じたのか。3月には
報告会が行なわれましたが、その足取りを巡ってみましょう。

鷗外の功績を次世代へ
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092

広報つわの Vol.79
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ゲストランナーに湯田友美さんを迎えて 3月 11
日に開催された第 22回つわの健康 SLマラソン。
総勢 608 人の参加者が日頃鍛えた健脚でまだ少
し寒さののこる津和野路を駆け抜けました。
最長となるハーフマラソンの部に参加した選手は

「目標のタイムを切ることができて良かった、来年
も記録を更新できるようトレーニングを続けたい」
と新しい目標について話していました。

6年前に津和野にUターンし、芸術活動に取り組む陶芸家の中尾厚
子さんの作品が昨年に引き続き日展で入賞しました。
6回目となる今回の入選作品「残映の郷」は縦 60cm、横 40cm、奥
行き20cmで山城跡の石垣と日本海に沈む夕日の美しさを表現した大作。
「常に故郷である津和野の情景をイメージしながら作品づくりをしてい
る。」という中尾さん。5月 13 日まで島根県立美術館で開催されてい
る日展 松江会場でこの作品がみれますので近くまで行かれた際には立
ち寄って見てはいかがですか？

4月１日に JR 津和野駅周辺で花まつりが行なわ
れました。今年で 83回目を向かえ、毎年お釈迦様
の誕生日を祝い催しで、白象を引いて町内を歩くパ
レードには、愛くるしい衣装をまとった稚児行列が
加わります。今年のまつりは朝から雨が降っていま
したが、午後の開催が近づくと太陽が顔を出し、恵
まれた天候の中での開催となりました。

昨年の東日本大震災から１年。未だ災害の爪跡が
残る東北へ元気を届けたいと地元を中心に活動をし
ているつわの

4 4 4

太鼓の皆さんを中心としたチャリティ
イベント「東北へ届け 鎮魂の太鼓」が 3月 11 日
津和野町伝統文化館で開催されました。時折雪が降
る悪天候の中、和太鼓の演奏やダンス、よさこいな
どが披露され、観客も一緒に楽しみました。
この日集まったお金は全額寄付されたそうです。

早春の津和野路を走れ
つわのSl健康マラソンに608人

中尾厚子さん、日展に連続入賞
心にはいつも故郷の情景を

３月 28日県西部の蔵元が醸造した新酒の出来栄
えを競う「第 60回石見新種品評会」が行なわれ、
最優秀賞・最優秀技術賞に石洲酒造の「華泉」と古
橋酒造の「初陣」が選ばれました。
「華泉」を仕込んだ石洲酒造の潮さんは「人数の少
ない酒蔵で大変だが、受賞は励みになる。これから
も津和野の魅力の一つとして頑張っていきたい」と
話していました。

２つの酒蔵が快挙
第60回石見新酒品評会で最高賞 

愛くるしい稚児行列
晴天に恵まれた花まつり

東北へとどけ鎮魂の太鼓
伝統文化館でチャリティ

３月 19日、世界的に有名なフランス料理の巨匠・
三
みくに き よ み

國清三さんを迎えた講演会＆オリジナルメニュー
試食会が町民センターで開催されました。
講演会では地産地消による地域おこしについて持

論を展開。その後の試食会では、津和野の産品をつ
かったメニューの実演を解説を交えながら披露。出
来上がった料理にあつまったおよそ 100 名の方に
振舞われ、舌鼓を打っていました。

実演！世界のミクニ
津和野産品でオリジナルレシピ
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Guideご案内

◎自死遺族のつどい
大切な人を自死により亡くされた方を対象に、それ

ぞれの体験や思いを語れる場を開催しています。お
互いを尊重しながら秘密は守るなどルールもあります
ので、安心してご参加ください。
【日時】：5月19日（隔月で開催しています）

14:００~１６:３０
【場所】：いきいきプラザ島根
【問合せ先】：心と体の相談センター☎0852-21-2045

◎しまねwebモニター募集
島根県では、県政に対する皆さんのご意見をお聴

きするため、インターネットを使ってアンケートにお
答えいただく「しまねwebモニター」を募集してい
ます。
【活動内容】：年10回程度、県政の課題などから選
んだテーマについて、ホームページ上で行なうアンケ
ートにパソコンから回答してもらいます。
【応募資格】：県内在住で満15歳以上、電子メール
アドレスを持ちインターネット（携帯電話を除く）か
ら日本語で回答できる方。
【応募方法】：島根県広聴広報課ホームページ「し
まね Webモニター」から応募してください。
（http://www.pref.shimane.lg.jp/kochokoho/
webmoni/)
【問合せ先】：島根県広聴広報課☎0852-22-6501

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話しください。相

談日程については、相談したい方と話し合って決定し
ます。まずは、お気軽にお問合せください。
【問・予約】: 福祉事務所☎72-0673

◆津和野共存病院（☎72-0660）
月曜日/循環器内科（午前 /第２・４月曜日）

整形外科（午後）

小児科予防接種・乳児検診（午後 /予約制）

火曜日/外科（午前）

水曜日/小児科予防接種・乳児健診（午後 /予約制）

木曜日/外科（午前）耳鼻咽喉科隔週（午前と午後、
午後のみ）
金曜日/整形外科（午前 /午後）

※内科:月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約
※小児科 :予防接種・乳児検診は13時より開始です。

※耳鼻咽喉科 :4月より変更します。4/26は午後の
み（2時15分より開始）
※整形外科：月曜日の診療は午後1時より開始です。

◆日原診療所（☎74-0121）
月曜日/内科（午前 /午後）
火曜日/内科（午前 /午後）
　外科（第1・3・5火曜日、8時半～9時半）
　※受付は9時まで
水曜日/内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
木曜日/内科（午前）
金曜日/内科（午前 /午後）
土曜日/内科（午前）　※第１･３･５
　　　　　泌尿器科（午前）第１･３･５
※泌尿器科の予約は74－0121まで
※水曜日・木曜日は、午前のみです。
※5月12、26日は、休診です。
※診療日程は、変更する場合があります。

◆和﨑医院（☎72-0025）
水曜日/肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/予
約制
※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行ってい
ます。
※循環器専門外来を行っています。
※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。
※土曜日の午後は診療しています。
（14時から17時まで、ただし受付は16時30分まで）

◆つわぶき医院（☎72-3500）
火曜日/ペインクリニック15:00～18:00

木曜日/ペインクリニック9:00～12:30

※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご

相談ください。

※通常の診療も行います。

医療在宅当番医 MedicalDoctor

鷲原八幡宮

駅前ビジネスホテルつわの

松浦内科胃腸科
（吉賀町六日市 795）

☎77-0111

津和野共存病院
（津和野町森村ロ 141）

☎72-0660

つわぶき医院
（吉賀町六日市 795）

☎77-0111

増野医院
（津和野町日原 228）

☎74-0053

増野医院
（津和野町日原 228）

☎74-0053

和﨑医院
（津和野町後田ロ 405）

☎72-0025

栗栖医院
（吉賀町六日市 795）

☎77-0111

5 月の在宅当番医はこちらです

５月３日（木）

５月５日（土）

５月13日（日）

５月４日（金）

５月６日（日）

５月20日（日）

５月27日（日）

▼日原図書館の新刊図書
▽「私の箱子」 一青 妙 ･････････････････講談社
▽「くるすの残光天草忍法伝」
 仁木英之 ･･･････････････祥伝社
▽「ホットスポット ネットワークでつくる放射能
汚染地図」
 ＮＨＫＥＴＶ特集取材班編 ･･････････講談社
▽「ナミヤ雑貨店の奇蹟」
 東野圭吾 ･････････････角川書店
▽「下山の思想」 五木寛之 ･･･････････････幻冬舎

▼津和野図書館の新刊図書 
５月 31日は休館です。

▽『希望の地図』 重松清 ･････････････････幻冬舎
▽『桜舞う』 あさのあつこ ･･････ PHP研究所
▽『夜鳴きめし屋』 宇江佐真理 ･･････････光文社
▽『闘う日本』･･･････････････････産経新聞出版
▽『コップちゃん』 中川ひろたか ･･ブロンズ新社

Books図書館だより

―書いた方がいいの？　どこまで書いたら
いいの？―～中途失聴・難聴者への対応～
前中途失聴・難聴者は、話をされるので“本当に聞こ

えないのだろうか？”と疑問に思うことがあります。
そのときは、話を始める前に「書きましょうか？」と聞

いて(または書いて)みてください。ある難聴者から「自
分から書いてほしいと言いにくい」と言われたことがあり
ます。「書いてください」と返事をもらえれば、対応しや
すいですよね。大きな声で話されるのは、他の方にも聞
こえるので、とても恥ずかしいそうです。
相手に合わせた対応を考えていきましょう

Sign language手話コミュニケーション

頭の脇で握った手を上げながら開きます。

今月の手話『忘れる』

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連盟発行☎03-3268-8847

万が一の事態に備えて

島根県内における災害発生時の緊急情報
や災害対策◎支援情報のほか、日ごろ防
災に役立つ情報等を掲載しています。

http://www.bousai-shimane.jp/

QRコードでURL を取得
できます。

【お知らせ】各種相談の日程はｐ10-11の行事カレンダーへ引っ越しました。



日本赤十字社社資の募集について

津和野町福祉事務所（電話72-0673）

日本赤十字社島根県支部津和野町分区の活動の推進に
つきましては、平素より格別なるご支援ご協力をいただき、
厚く御礼申し上げます。
さて、昨年に引き続きまして、本年も日本赤十字社社資
の募集を行うこととなりました。
つきましては、各地区の担当者が募集にお伺いしますの
でご協力のほどよろしくお願いします。

世帯数：3,656 人口：8,375 人 出生 死亡

転入 転出

1 9

41 120男 3,882 人　女 4,493 人

広報つわの　□　発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25

津和野町
モバイルサイト

facebook 版
津和野町役場

□　編集 /営業課　TEL：0856-74-0092
FAX：0856-74-0002

□　印刷 /石見紙工業株式会社

URL：http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成 24年 3月末現在）
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4 月にはいり鹿足郡内で息子の名前を名乗っ
た振り込め詐欺の疑いのある電話が架かって
きています。「声がおかしい」「電話番号が変
わった」というような電話がかかったら一旦
電話を切り本人に必ず連絡を取りましょう。
すぐにお金を振り込まず家族・知人・警察に
相談してください。

振り込め詐欺予兆電話の発生 !!

津和野警察署（☎ 72-0110）


